
 

令和３年度 【家庭・家庭総合】シラバス 

科目名 対象学科・学年 単位数 履修 

家 庭 総 合 普通コース・３学年 2単位 必履修 

１．学習の到達目標等 

学習の到達目標 
家族や生活の営みを人の一生とかかわりの中で捉え，家族や家庭生活の在り方，子どもと高齢者の生活と福 

祉，生活の自立と健康のための衣食住，消費生活と環境などに関する基礎的・基本的な知識と技術を習得さ

せ，男女が協力して家庭や地域の生活の充実向上を図る能力と実践的な態度を育てることを目標とする。 

使用教科書 開隆堂「家庭総合 明日の生活を築く」 

２．学習計画および評価方法等 

学

期 
月 学習内容 

学習項目 

学習のねらい 
評価の基準 評価方法 

1

学
期 

 

４ 

 

家庭科の学び方 

ＨＰ、学校家庭ク

ラブについて 

○家庭科で何を学び、どのような学習活動をし 

ていくのかを知り、ＨＰや家庭クラブの意味と進 

め方について理解する。 

・ＨＰを常に意識させ後日実施 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

７ 

第1章 
食べる 

 

1． 食生活の課題 
○食生活について考えを深め，食事の重要性に
ついて考える。 
○環境に配慮した食生活について考える。 

2． 食品と栄養 
○中学校での学習を踏まえ，青年期と家族の各ラ
イフステージの栄養的な特徴について理解する。 

3． 食品の選択と保存 
○食品の選択と衛生について関心をもち，必要な
知識を身につける。 

4． 食事を調える 
○食事摂取基準や食品群別摂取量のめやすを
活用し，献立を立てることができる。 
○目的を明確にした調理実習を行い，調理技術
を習得する。 

5．調理実習（計５回） 
 
 

○食生活の重要性について関心を
もって取り組んでいる。 【関】 
○環境に配慮した食生活について
考えている。 【思】 
○青年期と家族の各ライフステー
ジの栄養の特徴について理解でき
ている。 【知】 
○食品の選択，衛生などについて
理解している。 【知】 

 
○食事摂取基準や食品群別摂取
量のめやすを活用し，献立を立て
ることができている。 【思】 
○食生活の自立に必要な調理が
できている。 【技】 

授業態度 
実習態度 
ワークシート 

定期考査 

 
 
 
 
 
 
 
 

９ 

10 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

二
学
期 

第2部 
第4章 
消費者市民とし
て生きる 

 

1． 生涯の経済計画とリスク管理 
○生活の基盤としての家計管理の重要性や家計
と経済のかかわりなどについて自ら考えようとして
いる。 

2． 消費行動と意思決定 
○適切な意思決定や消費行動によって意見を表
明し，行動することが消費者の責任であることにつ
いて考える。 

3． 持続可能な消費 
○環境問題に配慮した自己のライフスタイルを主
体的に考える。 
○環境問題が生じる原因について理解し，持続可
能な社会を目指すことの重要性を認識する。  

 
○家計管理の重要性や家計と経
済のかかわりなどについて自ら考え
ようとしている。        【関】 
 
○自らの意思を表明し，行動する
ことや消費者の責任について考え
る。                【思】 
 
○ライフスタイルの確立に必要な
技術を身につけている。    【技】 
○経済発展などにより生じる環境
問題を理解する。       【知】 

授業態度 
ワークシート 
プリント学習 
ノート提出 

定期考査 

第１部 
第5章 
共生社会におけ
る地域や家族 
 

１．リスクに備える 
○さまざまなリスクに遭遇する可能性があることに
気づき，社会福祉の種類と活用を理解する。 
○人と人とのネットワークや社会制度について家
族や地域の一員として主体的に考える。 

２．共生社会に向けて 
○ノーマライゼーションの理念を土台とした社会を
つくることが重要であることを理解する。 

 
○社会福祉の種類と活用を理解し
ている。             【知】 
○家族や地域の一員として社会制
度などについて考えられる。 

【関】【思】 
○共生とﾉｰﾏﾗｲｾﾞー ｼｮﾝがと社会づ 
くり重要性を理解している。  【知】 

授業態度 
ワークシート 
プリント学習 
ノート提出 
定期考査 



 

三
学
期 

１ 

２ 

 

第2部 
第3章 
住まう 

 

1． さまざまな住まいと暮らし方 
○生涯発達の視点で，家族の生活に応じた適切
な住居の計画や選択を考える。 
○住まい手やその家族の生活と各ライフステージ
に応じた住生活について考える。 
 

2． 安全で快適な住まい 
○安全で健康かつ快適な住居や耐久性の高い住
居を選択するために，必要な住居の機能について
理解する。 

3． まちづくりと住まい 
○住生活にまつわる危険や安全対策を考える。 
○地域コミュニティと共生できる住居の在り方を理
解し，それにかかわる社会的しくみを理解する。 

○生涯を見通た住生活について考
え、生涯発達の視点で家族の生活
に応じた適切な住居の計画や選択
を考えている。【関】【思】 
○各ライフステージに応じた住生
活について考える。      【思】 
○住居選択に，必要な住居の機能
について理解できている。  【知】 
 
 
○災害安全対策を考える。 【思】 
○地域コミュニティと共生できる住 
居の在り方などのために情報を収 
集し、整理することができる。 【技】 

授業態度 
ワークシート 
プリント学習 

定期考査 

 


